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I will rebuild the Sakamoto Elementary School of Reconstruction Elementary School where reconstruction is 
planned in the future to the school suitable as a modern school while inheriting the architecture that has been 
walking with the region. In doing so, by advancing design while applying pattern and language as a method, we 
propose progressive growth while succeeding the DNA of the revival primary school, and propose a unique city 
· Sakamoto elementary school. 
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１． はじめに 
関東大震災後、学校の理想像を求めて建てられた復興
小学校。校舎建築の RC 化、公園と一体となった配置計
画、特徴のある外観デザインなど。だが現在都市は高層
化、高密度化し都市から取り残され、小学校は地域との
関係が薄れている。そこで今回は将来建て替えが計画さ
れている復興小学校の阪本小学校を地域とともに歩ん
できた建築を継承しながら現代の学校としてふさわし
い学校に再生する。その際手法としてパタン・ランゲー
ジを応用しながら設計を進めてくことで,復興小学校の
DNA を継承しながら漸進的な成長を実現させ、固有な都
市・阪本小学校を提案する。 
２． 事例研究 
盈進学園東野高校と川越市重伝建地区を比較するこ
とで多くのことが学べた。アレグザンダーが設計した盈
進学園は、実際に建物として構築しなければならないが、
パタンを多用することで、理論の中でだけで建物が成長
して行ってしまい、収束がつかなくなってしまったので
はないだろうか。またパタン・ランゲージの実践とユー
ザー参加を重視しすぎたため実際の建物の表れ方が違
和感あるものになってしまったのではないだろうか。ア
レグザンダーはただひたすら居心地が良い空間を求め、
パタンを多用し、建物自体の成り立ちを重視していなか
ったようにも思える。 
一方川越市重伝建地区はパタン・ランゲージとアレグ
ザンダーの理論を客観的にみることが出来たため、自分
たちに必要なパタンだけを抽出し、自分たちの言語に置
き換えたため、漸進的な成長をしつつ、蔵造りの町並み
を守ることが出来たと思われる。また。0 から空間を創
るのではなく、川越の町並みが最初にあったからこそう
まくパタン・ランゲージが使うことができたと思う。 
アレグザンダーは盈進学園東野高校を設計したあと
理論家ではあるがデザイナーではないと酷評された。だ
がやはりパタン・ランゲージから学べる点はまだ多くあ
ると思う。住民参加のプロセスの点、ネットワーク構造
の点、建築の部分を言語化する点がこれから大事になっ
てくると思う。私が知る限りでは 403architecture [dajiba]
のメンバーである辻琢磨氏やモクチン企画の代表理事
連 勇太朗氏などが少なからず影響を受けていると思わ
れる。建築を観察し、部分を言語化し、どこが問題なの
か、どうしたら新しく建築を更新していけるのか分析す
ることがこれから必要になってくるのではないだろう
か。 
 
図 1 盈進学園東野高校 
 図 2 川越市重伝建地区 
 
３． 敷地調査 
（１）解体が進む復興小学校 
近年まで中央区には当時の校舎が 7 校残っていたが、
老朽化や社会ニーズの変化により、そのうち 2校の解体、
建替えが進んでいる。現在残る校舎の今後が注目されて
いる。 
（２）復興小学校の特徴 
1.設計規格と設計組織 
2.約半数に小公園を併設 
3.表現主義のデザイン、徐々にモダニズムに変化 
4.囲われた校庭（オープンスペース） 
5.屋内体操場と地域利用 
6.片廊下で建物奥行きが小さい 
7.廊下幅、階段幅と数 
8.特別教室 
9.屋上利用 
10.水洗便所とスチーム暖房 
（３）阪本小学校 
外観はシンプルなデザインで柱には２段のレリーフ
がついて縦ラインを強調している。 
校庭に面して高所のコーナーに煙突が円柱状につい
ているのが外観上唯一の曲面である。 
所在地：中央区日本橋兜町 
竣工時の名称：阪本尋常小学校 
竣工年：1928 年 
竣工：大倉組 
敷地面積 3370 ㎡ 
設計者:三輪幸左衞門 
 
図 3 阪本小学校 
（４）区の計画について 
周辺には消防署、警察署、区民館などがあり公的機関
が揃っており、兜町の中心地であるといえる。区は現在
三階建ての小学校を 6 階建てにする予定である。 
というのは、この地区ではこどもが増え続けているた
め教室数を現在の 6 教室から 18 教室にし、こども園を
プラスするためである。その際小学校は解体される可能
性がある。耐震的には問題がないが、要求するプログラ
ムに現在の校舎が対応できないので解体される可能性
がある。 
 
図 4 周辺用途 
４． 設計 
（１）コンセプト 
小学校とはどういう場所であるべきなのだろうか。私
は小学校とは都市であるべきと考える。 
都市とは、小さな子どもが歩いていくと、 将来一生
をかけてやろうとするものを教えてくれる 何かに出会
う、そんなところだ。 ルイス・カーン 
（２）曳家 
阪本小学校を曳家して既存の関係とは違う関係性の
可能性をこの敷地につくる。 
 
図 5 曳家 
（３）パタン・ランゲージ 
 
図 6 パタンのセット 
阪本小学校と阪本町公園を分析し、パタン・ランゲー
ジを参考にしながら 87 のパタンをつくりまとめた。そ
してそれを頭の中に思い浮かべながら坂本小学校を設
計した。 
（４）模型写真 
 
図 7 模型写真 
５． 結び 
（１）これからの小学校の行く末・パタン・ランゲー
ジについて 
今回の提案は「消え行く復興小学校」を保存及び改築
する方法にあたって一つのプロトタイプになると考え
ている。しかし、復興小学校はどれも同じではない。そ
れぞれの復興小学校によって設計のアプローチも変わ
ってくるのではないか。そのことによって同じ消え行く
復興小学校を解決しても、「その地域でしかできない建
築」が設計できるのではないかと考えている。またパタ
ン・ランゲージを応用した設計手法を試みたが、それは
復興小学校の意匠を継承しながら新たな都市、人、建築、
時をつくるうえで役立つことができたと思う。また”漸
進的な成長”をするうえでは今回の設計手法は有効であ
ると思った。 
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